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日本語学習に影響する因子の 抽出と分析

中国の 大学生を対象と して

王 瑣
1

1．は じめに

　学生 に最大限に学 習成果を達成 させ るの は教員 の 責任 で もあ り、 教育研究の 課題 で もあ

る 。 日本語教育が盛ん に 行われ て い る 中国で は 、 大学拡大政策を取 り始め て 以来、 様々 な

問題が現われて い る。 例え ば 、 教師数 と学生数の 比率の ア ン バ ラ ン ス
、 従来の シ ラ バ ス は

学習者 の 要望や社会の 日本語人材に対 する ニ ーズを満た せな い こ とな どは 、 す ぐに指摘で

きる 。 そ の た め
、 中国の 各大学で は 、 学習内容の更新や カ リキ ュ ラ ム の 調整 、 更に教育方

針や授業法など様様な面にお い て 、 改革の 呼び声が 高ま る
一
方で あ り、 教育現場に 出て き

た様々 な問題 の 解決 に取 り組ん で い る。 中国の南開大学 の カ リキ ュ ラ ム 改革 、 吉林大学の

テキ ス ト開発な どはそ の 代表的な もの で あ る 。

　筆者が勤め て い る ハ ル ビ ン 師範大学に は 14名の 日本語教師 （2004年 5月現在）が お り、

学生数 は 4学年合わせ て 約340名、一
っ の ク ラ ス の 人数は30人以上の 場合 もあ り 、 教師 は

ク ラ ス 別 、 テ キ ス ト別、科 目別で の講義を す る こ とが よ くあ る 。 こ の 教師 と学生数 の ア ン

バ ラ ン ス な比率か ら、今 まで教師の指導を中心 に行われ て い る 日本語教育に は 、 教師の 指

導力が不足す る問題 もあ っ た 。 特に 言語技能 （聞 く、 話す 、 読む 、 書 く）の 養成に お い て 、

授業内で 学生一
人あた りの ト レ ーニ ン グ回数 や教師 に よ る訂正 と指導 な ど は、30人 の ク ラ

ス で は 、 15人 〜 20人 の ク ラ ス よ り 、 か な り少な い こ とは言 うまで もない
。 日本語能力試験

1 級 の 合格率 を例 に す る と、98級 （98年入学の 学生）は64％ 、 99級 （99年入学 の 学生） は

40，6％ と い う合格率か ら、 次の こ とが明 らか に な っ た 。 っ ま り、 中国の ほ か の 大 学 と同 じ

よ う に 、
ハ ル ビ ン 師範大学 で も 日本語教育 の 質が 下降す る傾向が 現れ て い る と い う こ と で

ある 。 どの よ うに教育 の 成果を挙げるかは 、 教育者 ・学習者双方を悩ませ る問題で ある 。

問題解決の 鍵と して 、 教師が ど の よ うに 教え るか と い う こ とよ り、 学生が ど の よ うに 学習

す れ ば い い 成果を達成す るか とい う こ とを検討すべ き で あ る と考え 、 さ らに 自律的学習や

創造的学習 、 認知分析や コ ミ ュ
ニ ケーシ ョ ン 能力の 向上 を導 く指導方法を探 るべ きで ある

と考え て い る 。 そ の た め に は、中国人 の 日本語学習者に 影響す る要素は何で あるか を 、 ま

ず明確に しなければな らない
。

　日本語学習 に影響を及ぼ す要素 に っ い て は 、 教師 も学習者 も誰 もが い くっ か挙げ られ る

が、そ の 中の 主要 な要素 は何 な の か、中国人 の 日本語学習者 に影響す る要素 と日本人が母

語 と して 日本語を学習す る時に影響す る要素 とは違 い が ある の か、性別 ・日本語学習歴 ・

ほか の 外国語 の 学習歴 が 日本語学習 に影響を及ぼす の か 、 な ど の 疑問を抱え て い た 。 過去

5年間 （2003年ま で ）に 中国で 刊行 され た論文や著作な どを調 べ た結果 、 中国人の 日本語
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学習に関 して 参考にな る研究はない ことが分か っ た 。 そ こ で 、
ハ ル ビ ン師範大学日本語学

科の 学生を対象に して 、 実証的研究 を行 っ た 。 本稿 は中国人学生 の 日本語学 習に影響す る

重要な因子 の み を抽出し 、 分析を行 っ た
。

2．先行研究

　本研究 を行 う に あた り 、 研究方法 として 、中国人向け の 英語学習に 関す る研究 （李函 、

2002）や 、 中国人学生 の 認知的特徴や メ タ認知な ど の 研究 （胡志海 ・梁 寧建 、 2002）、 母

語 として の 中国語学習に関す る研究 な どを参考 に した 。 日本で は 、 外国語 と して の 日本語

学習に影響す る因子に関す る研究 は、「動機付け」（郭俊海、
2001）、「母語 （中国語） の 影

響」（馮富栄 、 1999）な ど 、 因子そ の もの に つ い て の 研究が多い 。 確 か に 、 因子
一

っ
一

っ

の 作用 は無視で きな い が 、 しか し、 日本語学習 に影響を及ぼす要素 に っ い て は、従来の 研

究で は、「主要 な要素 と認め られ るの はどれか」、「各要素はどの よ うに 日本語学習に影響

を及ぼ した の か」 は 、 論 じられ て い な い 。 こ れ らは 日本語教育研究に 重要な課題だ と考え

られ る
。 もし

、
そ れ らが 分か らな ければ

、 単
一の 影響要素を研究する の は どれ ほ ど意義を

持 っ て い る の か明確で はな い
。 日本語学習に 影響す る因子群に は ど の よ うな 因子が あ る の

か 、 主要な 因子 は何 な の か な ど 、 因子研究 の 前提 と して 明確 にす べ きだ と考 える 。

3．調査方法

3 − 1　 調査対象

　2002年12月か ら2003年 1月に か け て 、
ハ ル ビ ン 師範大学日本語学科 4 学年 （全部 で 270

人）の 学生 を対象 に して 、 記述式調査 と質問調査を行 っ た。 1年生 （02年入学） は 2 ケ 月

ぐらい しか 日本語を習 っ て い な い の で 、日本語学習や 日本語 そ の もの に対す る認識が 不十

分だ と考え 、 記述式調査 は 2 − 4 年生 を対象に行 っ た 。 記 述式調 査の 回収率 は 93．53％ 、

質問調査で は 、 回収 した調査用紙の 有効回答率は92．54％に達 した 。

表 1　　 調査 対象者の 内訳

記述式調査 質問調 査

学年
配布部数 回収部数 配布部数 回 収部数 有効部数

99級（4年） 30 28 25 24 16

00級（3年） 70 62 55 54 51

01級（2年） 70 69 65 65 62

02級（1年） 85 85 82

合計 170 159 230 228 211

3 − 2　 調査内容

　 3 − 2 − 1　 記述式調査

　2002年12月中旬に行 っ た記述式調査で は、「知的要索 や非知的要素に お い て 、 あ なた の

日本語学習 に影響を及ぼ す要素を 、 順序を問 わず 、 で き るだ け詳 し く書き な さ し丶」 と 、

「思い っ い た 日本語学習能力に 関わ る言葉 をす べ て 書 き出 しな さい 」 とい う質問を出 した 。

1
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こ の 二 つ の質問 に答え る時 、 重複する回答が 出る可能性 があるが 、 調査対象か らで き るだ

け全面的な デ ー
タを集め る た め 、 大事な デ

ー
タが書 き落とされな い よ うに 、 詳 しい 回答と

簡潔な回答を書か せた の であ る。 ま た 、 回答 の ヒ ン ト と して 知的要素 、 非知 的要素 、 能 力

要素 とい う言葉 を明示 した 。

　回収 した回答 は三 回に わた っ て まとめ た 。

一
回 目は 159部の 記述用紙 に書か れ た回答を 、

内部要素 と外部要素に 分け て まとめた 。 た とえば 、 「先生が優 し くて 、
い つ も ほめ て くる

の で 、 さ らに積極的に勉強 した い 」 と い う回答を外部要素の 枠に 記入 し 、 「将来 、
い い 就

職先を見っ け るた め」 などの 回答 を内部要素の枠 に 整理 した 。 二 回目は 、 まとめ た回答を

さ らに整理 し、 重 な っ た内容を帰納 し、 特に 1回しか現出しな い 回答 を削除 した 。 た とえ

ば 、 「雨や曇 っ た 日 に は勉強 し た くな い」、 「天気が学習に影響する」、「涼 しい 夏 は寒 い 冬

よ りも っ と勉強が進む」な ど の 回答には 、 「天気や季節の い い 時期に は 、 よ り学習に集中

す る」 とい う項 目を作成 した 。 ま た 「教室 や図書館よ り 、 学生寮で の 勉強が大好 き」 と い

うよ うな回答は削除 した
。

三 回目は 、 整理 さ れ た回答を基づ き、 質問方法 に 配慮 した上 、

160項 目もあ る調査用紙が作成され た 。

　 3 − 2 − 2　 質問調査

　2003年 1月初旬に 「大学生 の 日本語学習成果 に影響する要素に つ い て 」 とい うテ
ーマ で、

記述式調査 に基づ い て 作成 され た 160項目の用紙を 5段階の 尺度法で （1 ＝影響 レ ベ ル が

弱 い ま た は低い
、 5 ＝ 影響 レ ベ ル が 強い また は高 い ）、

ハ ル ビ ン 師範大 学日本語 学科の 4

学年の 学生 を対象に 質問調査を行 っ た （質問用紙 は本稿末尾に 添付）。 回収さ れ た有効 回

答は211部 あ り、 学年 ごと の 有効回答率 は 、 4年生 7．6％、 3 年生 24．2％ 、 2 年生 29．4％ 、

1年生38．9％ で あ る 。 確実な デ ータ を集め る た め 、質問用紙 の 配布 と回収 に際 して 、 筆者

が ク ラ ス ご とに 回 っ て 、当調査 に つ い て 説明 した 。 質問調査 か ら得 た デ
ー

タ は SPSS11．O

for　 Windows を用 い
、
　 Pentiuln皿 で 、 「因子分析」を行 っ た 。

4 ．因子の 抽出

　因子 は次の 基準で 抽出した
。

1）固有値が ≧ 1 で あ る こ と。 2）各因子が少 な くと も全

体変数 の 2．99％ を説明で きる こ と 。 3）因子負荷量が 0．35以上で あ る こ と 。 4） 固有値を

現す ス ク リ
ー ・プ ロ ッ ト （Scree　Plot）を参考に し （図 1）、 曲線が 17因子 か ら次 第 に 緩

ん で くる こ とを確認 す る。
5 ）各 因子内の 各項 目の 共同度が 、389− ．734の 間 に あ る こ と。
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図 1 「SGree　Plot」

9 　　　　　 M 　　　　　　弓t　　　　　 P

c囗叩 騨 【櫨

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Meisei University

NII-Electronic Library Service

Meisei 　university

68 明星大学研究紀要一人文学部一 Nα41

　因子分析の 内容解釈や理 論仮説 と の 照合を容易 に す るため 、
バ リ マ ッ ク ス （Varimax ）

法 回転を行 っ た 。 因子軸の 回転 を行 う時、160項目211部 の 調査デ ータ が大 きす ぎて 、 収束
の ため の 最大反復回数を20か ら100に 拡大 した 。

バ リマ ッ ク ス 回転後の統計量行列 に よ り、

17因子 の すべ て の 因子 に対する累積解釈率は51．472％で あり、 因子分析を行 える こ とが 明

らか に な っ た 。

表 2　 バ リマ ッ ク ス 回転後の 統計量 行列

項目 共同度 因 子 特徴値 解釈率 累積解釈率 項 目 共同度 因 子 特徴値 解釈率 累積解釈率

F1 ．480110 ．1226 ．3266 ．326F29 ．54429

F2 ．55328 ，4795 ．29911 ，625F30 ，40930

F3 ．50637 ．3224 ．57616 ．202F3 ユ ．50831

F4 ．53346 ，4614 ，03820 ，240F32 ．54332

F5 ，53355 ．4943 ．43423 ．674F33 ．47633

F6 ．45465 ．4923 ．43227 ，106F34 ．47734

F7 ．45474 ．6622 ．91430 、020F35 ，43835

F8 ，5ユ284 ．0122 ．50732 ．527F36 ．51436

F9 ．43093 ．7332 ．33334 ，861F37 ，51237

F10 ，637103 ．6252 ．26637 ．127F38 ．49038

F1ユ ．6421 工 3．4802 ，17539 ．302F39 ．58539

F12 ．590123 ．4442 ，15241 ．454F40 ．47440

F13 ，585133 ．4372 ，14843 ，603F41 ．52941

F14 ．507143 ，3182 ．07445 ，677F42 ，63142

F15 ．599153 ．3611 ．97647 ．625F43 ．55143

F16 ．525163 ．1181 ．94949 ．601F44 ．59044

F17 ，468172 ，9941 ．87151 ．472F45 ，63245

F18 ，54718 F46 ．59846

F19 ．577 ／9 F47 ．59847

F20 ．55020 F48 ．58548

F2 ユ ，43921 F49 ．55849

F22 ．50222 F50 ．56050

F23 、59823 F51 ，56151

F24 ．48224 F52 ．48252

F25 ．5ユ425 F53 ．57053

F26 ，43626 F54 ．56854

F27 ，52427 F55 ．64055

F28 ．46228 F56 ．65056
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項 目 共同度 因了 特徴値 解釈率 脚 釈率 項目 共同度 因子 特徴値 解釈率 累積解釈率

F57 ．53857
．

F91 ．64391

F58 ．49458 … F92 ．50292

F59 ．53359 F93 ．57393

F60 ．51760 F94 ．47694

F61 ．53161 F95 ．55595

F62 ，49962 F96 ，55696

F63 ，69063 F97 ，46697

F64 ．57464 F98 ．61998

F65 ．57865 F99 ．50799

F66 ，42666 F100 ．549100

F67 ．59867 F101 ．472101

F68 ．60568 F102 ．656102

F69 ．57469 F103 ，631103

F70 ．57070 F104 ．551104

F71 ．5817 ユ F105 、567105

F72 ．52972 F106 ，539106

F73 ．61073 F107 、588107

F74 ．64974 F108 、564 ／08

F75 ．55575 F109 ．566 ／09

F76 ．60176 F110 ．606 王10

F77 ，60877 F11 ユ ．56611 ／

F78
．

．55178 F112 ．587112

F79 ．55879 F113 ．527113

F8G ．46480 F114 ．548114

F81 ．61581 F115 ．515115

F82 ，53982 F116 ，389116

F83 ，52283 F117 ．531117

F84 ，62084 F118 ．5021 ユ8

F85 ．56085
II

F119 ，532119

F86 ．52286 F120 、560120

F87 ，46787 F121 ．592121

F88 ．58388 F122 ．540122

F89 ．60789 F123398123

F90 ．60690 F124 ，577124
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項目 共同度 因子 特徴値 解釈率 累積解釈率 項目 共同度 因子 特徴値 解釈率 累積解釈率

F125 ，432125 Fl43 ，663143

F126 ，656126 Fl44 ．618144

Fl27 ．626127 F145 ．578145

F128 ．734128 Fl46 ．488146

F129 ．624129 F147 ．598147

F130 ．618130 F148 ．522148

F13ユ ．599131 F149 、537149

F132 ．511132 F150 ，543150

F133 ．475133 F151 ．603151

F134 ．649134 F152 ．543152

F135 ．598135 F153 ．554153

F136 ．537136 F154 ．464154

F137 ．586137 F155 ．427155

F138 ．629138 F156 ．580156

F139 ．590139 F157 ．554157

F140 ，632140 F158 ．540158

F141 ．573141 F159 ．591159

F142 ．629142 F160 ．633160

5　 因子命名と考察

　因子分析か ら出た 因子群の大 きさ に よ っ て
、 次の 順序で 17因子を配列 した。 各因子 に属

す る項目に現れ た意味に従 っ て 、 因子命名を行 っ た 。

　 因子 1 ：学校因子

　 「日本語学科 の カ リキ ュ ラ ム の 設置が合理 的な もの だ （T141）」、 「宿舎、食堂 な ど学校

の 施設が気 に入 る （T142）」、 「学校 、 学部に は 日本語図書資料がた くさ んあ り 、 借 りや す

い （T140）」、 「学びた い 科 目は大学で 履修で きる （T146）」、 「日本に 関す る情報が 大学 で

早 く得 られ る （T160）」な ど の 項目か らなる因子 1 は 、 教育 シ ラ バ ス や 、 大学施設 な ど に

関する内容 な の で 、 学校因子 と命名 した 。

　学校の 管理 、
つ ま り教育管理 、 学生管理 、

カ リキ ュ ラ ム 管理、教師管理 、 図書資料 の 管

理 な どは 、 学習成果 の 達成に直接影響 して い る。 また、中国で は学生 は皆大学 の 学生寮に

住 ん で お り、 食堂で 食事 をす るの が普通 な の で 、 大学 は学習 の 場所 で もあ り、 生活 の 空間

で もある 。 学校因子 に は、教育施設 、 教育 シ ラ バ ス の ほか 、 住 みやす い生活環境作 りも含

まれ て い る 。 教育施設と生活施設 の 両方とも優れて い る大学が学習者に と っ て 望 ま し い大

学作 りで あ り、 日本語学習成果 の 達成 を促進す る 、 と調査 に よ っ て 分か っ た 。

　 因子 2 ： 自立 と自律能力

　 「規則正 しい 生活を して い る （T76）」、 「退屈な仕事や学習も長 く続け られ る （T45）」、
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「勉強す る時、テ レ ビやイ ン ターネ ッ トで ゲ
ー

ム を す るな ど の 誘惑 や 邪魔 を拒否 で きる

（T44）」、 「朝と夜の 自習は 自主的に続 けて や る （T69）」な ど の 項目か らな る因子 2 は、学

習者が大学で 学習や生活の面で 心理的 ・行動的に 独立 し、他人 と の望 ま しい 相互作用 ・人

間関係を保ちなが ら、 自分で 立て た規範に 従 っ て 行動す る と い う自我 コ ン ト ロ ール に 関す

る内容な の で 、 自立 と 自律能力 と命名 した 。

　中国の 大学生は ほ とん どが
一人 っ 子 として育 て られて きた の で 、 親を離れ た

一
入暮 ら し

に 慣れ て い な い
。 また、 中国 の大学生寮 は

一
部屋 に 4 人〜 8人で

一
緒に暮 らすの が普通で 、

朝晩同級生 と
一

緒 に い る集団生活 も初体験な の で
、 親か ら離れ る生活す る能力や仲間同士

の 生活習慣 の違 い な ど、様 々 な問題に悩ん で い る学生 もい るよ うだ 。 人の 邪魔 を しな い上

に 、 自分な りの ペ ー
ス で規則正 しい 生活習慣 と学習習慣を守 る こ とが で きる か否か

、 すな

わち学生の 自立性と 自律性が 日本語学習成果の 達成 に 深 く関わ っ て い る こ とが分か っ た 。

　因子 3 ： 言語認知能力

　 「中国語や英語に はない 文法表現 （例えば助詞 、 助 動詞 の 使 い 方等 ）を 早 く理 解す る

（T18）」、 「言語を受 け入れ る認知度が高 い （T71）」、「述語が文末 に位置す るな ど 日本語の

特徴を早 く理解 で きる （T17）」、 「習 っ た言葉や本文などを早 く覚え られ る （Tl）」、 な ど

の 項目か らな る因子 3 は 、 言語 に対す る 理 解力 や記憶力な ど に 関す る内容な の で 、言語認

知能力 と命名 した 。

　回答の 分析に よ り、 学生 の言語認知能力が 日本語学習に大きな影響を与え ると認 め られ

た 。 言語認知能力とは学習者が 日本語 の言語特性を取 り入れ 、 頭 の 中で こ れ ら の 知識を変

換 した り、意味を つ けた り、 記憶 した りす る能力を指す。
こ の 能力に は個人差が あるが 、

知識の 学習をすれ ばす る ほ ど 、 上達す る こ とが で き る。

　因子 4 ：教 師因子

　因子 4 は 、 「担当の先生 は教授法が上手で 、 自分 に は ふ さわ し い （T128）」、 「日本語 の

授業で は、 知的な内容が多 く、 情報が た くさん 入 っ て い る （T138）」、 「担当の 先生 は や さ

しい し、 人柄がよ くて 、みんな に 尊敬 され る （T129）」、 「担当の 先生 は日本語 に関す る知

識が豊富で 、 発音が正 し い （T127）」、「先生 は 日本語教育 や教育研究 に全力 で 取 り組ん で

い る こ とが分か る 。 （T137）」 な ど 、 日本語教師の 人柄や 教育技 法、備 え て い る 日本語 知

識、能力に 関する内容 な の で 、教師因子 と命名 した 。

　教師は教育 シ ラ バ ス の 直接の 執行者で あ り、テ キ ス トや教育指導要領 に決め られ た 目標

を達成する ため 、 具体的に 指導を行 う責任 を担 っ て い る 。 中国 で は教育現場で 教師の役割

が とりわけ重要で ある こ とは 、 大多数 の 学者の
一
致 した見解で あり、中国 における 日本語

教育の 特徴の
一

っ で もあ る 。 しか し、 回答か ら 、 学習者 の 教師へ の 期待 は、教師 の 日本語

能力や教育能力だ けで な く、教育者 の 人格的魅力や研究能力に まで及ぶ こ とが明らか に な っ

た 。 今 まで の よ うに講義を行 うだ け で すん だ教育者は もう学生 に認め られ な い こ とか ら、

教師の研究能力な ど の 養成 に対する学生 の 要望が 以前よ り強 くな っ た こ とが示されて い る。

　因子 5 ： 個性

　 「みん な の 前で あま り緊張 しな い （T48）」、 「中国語や 外 国語で 話す と き 、 早 口 で 話せ

る （T13）」、「自分 は同級生 よ り頭が よ く、 反応が 早 い と思 う　（T15）」、「明 る くて、人 と

の コ ミュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン が上手だ （T46）」な どの 項 目か らな る因子 5 は 、 個人を他者か ら

区別 して い る個人 の 独特な性質 、
つ まり性格特性 や、情緒 、 知能 、 動作な どが含まれ て い

るパ ー
ソ ナ リテ ィ な の で 、 個性と命名 した 。
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　 コ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン を 目的に 行 う言葉学習は 、 学習成果の 達成に 促進す る と考え られる。

調査に よ ると、内向的性格の学生 は 、 あ ま り積極的に 日本語で話せ ない
。 そ の た め 、 い っ

も明る くて積極的に 行動す る学習者に 比べ て
、 言語実践へ の 勇気や 自信 を欠 き、 積極 的に

日本語 で コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン する意欲や行動 も足 りな い 部分が あ る。 内向的な性格が学習

成果 の 達成に 影響 して い る こ と に学習者 自身 も気づ い て い る こ とが 、 明 らか に な っ た 。

　 因子 6 ：学習意欲

　　「何 を して も、 うま くや り、 中途半端に しな い （T56）」、「失 敗 は
一

時だ け の こ と で 、

自分は絶対成功で き る と思 う （T55）」、 「難題が あ っ た ら、 資料を 調 べ て 解 決す る。 人 に

答え を教え て もら っ て も、 もう
一

度 資料 な どで 確認す る （T54）」、 「学 習 に お い て 独立性

が強 く、 あ まりに人 に頼 らな い （T72）」 な どの 項 目で 構成 した因子 6 は、学習 目標に 向

か う行動 を生 じさせ 、成功を勝ち得 るた め の 努力 を さ せ る精神的な力や意志活動 へ の 積極

的な構えな ど に 関する内容な の で、学習意欲 と命名 した 。

　 中国で は 、 高校や中学校で 行う学習は 、 課内で も課外で も、 教師の 指導との 関わ りが密

接で ある。 こ れ に対 して 、 大学で は 、 教師の 指導 は課内で の み行い
、 課外で の 学習は学習

者 の 独学能力と学習意欲 に よ っ て行 い 、特に疑問 の 生成や難問を探 るな ど、学問 へ の 探索

心 と能力 は 、 学習成果 の 達成に深 く繋が っ て い る 。 い つ も中途半端で 、 教師の 命令や要求

に 従 っ て 学習す る だ け で は 、 知識 の 増加や 能力の 発達 に と っ て 不十分で あ る と学生 が 考え

て い る こ とが分か っ た 。
つ ま り、 学習意欲 に燃え て学習 した い 学生像が現 れ た と考え られ

る。

　 因子 7 ： 興味 と言語生理機能

　因子 7 の 項目は二 っ の 内容か らな る もの で 、 そ の 一
っ は 「人 と 日本語で の コ ミュ

ニ ケー

シ ョ ン を楽 しみ 、 満足す る （T29）」、「日本語 ある い は 日本 に 関 わ る分野 で の エ リ
ー ト に

憧れ 、 自分 もそ ん な人に な りた い （T37）」、 「知らな い こ とが分 か る ように な っ た とい う

楽 しさを味わ い た い （T34）」、 「い い 就職先を見 っ けるた めに 、 日本語を勉強 して い る （T

20）」な ど 、 学習の 動機 に関わ り、個人 に と っ て 日本語学習の 意 味や 価値 が あ る と感 ず る

内容で ある 。 もう一っ は 「聴覚器官 は発 音弁別困難 、 難聴な ど の 障害 が な い （T82）」、

「発音器官 （口、鼻、舌 な ど）は生理 的な障害が な い （T81）」 な ど、発音や 視聴覚 な ど言

語 の 生理機能で ある。 興味は個人の 持つ 欲求や能力 と密接 な関係 を持っ ため 、 因子 7 を興

味と言語 の 生理機能 と命名 した 。

　教育心理 の 研究 に よ る と、興味 も動機付 けの 要素で あ り、 学習 目標 を 目指す行動を導 く

内的原動力で あ る。 興味が なければ学習が進まな い と い う自覚 を 、 大学生が 持 っ て い る こ

とがわか っ た 。 中国で は外国語学部に進学 した い人 は 、 入試で 面接を受 けな ければな らな

い
。 た とえば発音 はは っ きりして い る か な ど 、 言語学習の 生理 的条件 を調べ る項 目がある。

日本語学習に興味が あ っ て も、 日本語学科に入れ な い場合 もあ る。 それ ゆえ 、 因子分析 よ

り、興味と言語 の 生理 的機能は同じ因子と して ま とめ られ たか らで あ る 。

　 因子 8 ：心 理的 コ ーヂ ィ ネーシ ョ ン能力

　 「っ らい こ と は早 く忘れ られ る （T40）」、 「人 の 忠告 や ア ドバ イ ス な どを よ く受 け入れ

る （T41）」、「自画 自賛で も自分をほめる こ とを通 じて 勉強の 励みにな る （T102）」、 「日本

語で話す時、 意識的 に 日本人の 表情 や身振 り、 口 ぶ りな どをま ね て 話す （T98）」 な ど で

構成 され た因子 8は 、 日本語学習 に合 うよ う に 自分 の 心的構造を調節す る能力 な の で 、心

理的 コ ー
デ ィ ネーシ ョ ン 能力と命名 した 。
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　大学生 は学生か ら社会人に 変わ る人生 の 移行期に お り 、 心理的な面で は未熟な特徴も持 っ

て い る と考え られ る 。 また 、 試験 の 圧力 、 教師や 同級生 との ト ラ ブ ル な ど焦慮 もたび た び

ある 。 しか し、 学習が順調に進 むた め に は 、 落ち着 い た心境や情緒が前提で ある。 中国で

は、個人 の 悩み や心理 的問題 を解決す るた め に 、 カ ウ ン セ リ ン グ の 専門家に援助を求め る

こ とはまだ少な く、

一
般に は 自分で 心理 的調節を する ほ かな い と考 え られ て い る 。 そ の た

め 、 日本語学習の 成果を達成す る に は 、 心理 的 コ ー
デ ィ ネ

ー
シ ョ ン能力が とて も重要で あ

る と分か っ た 。

　因子 9 ： 学習方策

　 「講義を受 ける よ り、 独学 の ほ うが も っ と役立 っ と思 う （T88）」、 「長期 、 短 期 の 学習

目標が は っ きり分か る。 （T83）」、 「長期、 短期の 学習計画を立て て い る （T84）」、「日本 語

学習 の い い 方法 をよ く同級生 や先生 と話 し合 う （TIO3）」、 「カ ー ドや実物想像 な どの 方法

で 言葉を覚 え る （T107）」 と い う項 目で 構成 された因子 9 は 、 記憶 、 学習 、 問題解決 、 情

報探索 と受容及 び利用 の 様式 の こ とで あ り、 覚え方 、 反応の 仕方な ど に反映 され る内容 な

の で 、 学習方策 と命名 した 。

　学習方策の 選択が学習成果 の 達成 に 影響 する こ とは言 うまで もな い
。 しか し、 中国で は 、

ほ とん どの 学生 は大学に 入学 して か ら日本語を勉強 し始め る の で 、 日本語 の 文法や表現 、

特に 日本文化に 関す る知識は ゼ ロ と い っ て も過言で は な い
。

そ の た め
、 学生 は ど の よ う に

勉強すればよ い の か、困る こ とがよ くあ る 。 調査 の 回答か ら、 学習方策が学生 に 重視 され

て い る こ とが 明 らか に な っ た 。

　 因子 10 ： 言語学習の 資質

　 「好 きな歌を習 う時 、 音楽の 節 、 拍子な どの ニ
ュ ア ン ス が早 く把握で き る （Tl1）」 「中

国の 歌 で も外国の 歌で も 、 早 く歌の メ ロ デ ィ
ー

が歌え る （T10）」、 「母語 や外 国語 の 発 音

が は っ き りし、流暢で ある 。 （T12）」 な ど は 、 言葉や歌など を聞 き取 る とか 、 音へ の 記 憶

とか 、 発音な ど とい っ た言語学習に お ける生理的能 力で あり 、 言語学習の 資質 と命名 した 。

外国語教育心理学 の研究に よ ると 、 資質は外国語学習に影響を及ぼ す決定的な要素で は な

い 。 しか し、仮 に同 じ条件で 言語能力の 発展が他人 よ り遅い 人は言語学習 の 資質に欠ける

可能性が高い （朱純 、 2000）。 や る 気 は資質よ りさらに重要な要素で あ り、 優 れて い る資

質 を持 っ て い て も、 頑張 らな けれ ば い い学習成果を達成 しが た い と考 え られる。こ こ で は、

日本語 の言語の 資質とは 、 日本語 の ア クセ ン トや イ ン トネ
ー

シ ョ ン 及 び発音な どを正 し く

聞 き取 っ た り真似 た りする能力を指す 。 大学生 の 学習成果 の 獲得 は努力で はな く資質 に よ

る とい う考え は 、 あ る意味で 、学習そ の もの に 対す る認識の 欠落を表 して い る と考え られ

る 。

　 因子 11 ： 学習態度

　 「試験を受け る時油断 して 減点 され る こ とが な い （T94）」、 「不案 内な 場所 に も早 く慣

れ る （T47）」、 「細か い こ とをす る時 、 根気が続 く （T62）」な どの 項 目か らなる因子 11は 、

学習者 の学習 しよ うとする心構え や 自 ら進ん で学 習 しよ うとす る学習意欲、 積極性、 計画

性 、 実行性な ど に よ っ て 測定 され 、 個人の 学習行動の 方向づ けを行 う傾向性が ある の で 、

学習態度と命名 した 。

　学習態度 は性格 と関連 しな が ら、経験、学習に よ っ て 形成 され、体制化 された構造を持

っ （辰野ほか、2001）。 学生 は真面目に 、 慎み深 く、辛抱強 く、 粘 り強 く頑 張 っ て 続 けて

学習すれ ば い い 学習成果を達成す る こ と に繋が る と認 識 して い る こ とが 、 明 らか に な っ た
。
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　因子 12 ： 功利 的動機

　 「日本語を習う の は気 の あ う夫 （妻）を見っ け るため だ （T22）」、 「親あ る い は家族 に

勧 め られて 、 日本語を習 っ て い る （T23）」、 「日本語 を習 うの は 、 日本で 留学 や就職 を し

よ うと思 っ て い るたあ だ （T21）」、 「日本に い る親戚や 友人の 影響を受 けて 、 日本語 の 勉

強に興味が湧 い た （T27）」か らな る因子 12は因子 7 と同 じく内的動機 に属す るが 、 人生

観や理想 と内的繋が りがあれば差異 もあ る 。 自分の 利益 に な るかどうかを先ず考 える個人

的学習目的が現れた項 目の 集まり で 、 功利的動機 と命名 した 。

　功利性動機は あ る意味で 学習成果の 達成に 役立 ち 、 学習の 原動力に もな ると考え られ る。

大学生 は こ の よ うに さまざまな 目的 を持 っ て 、 日本語を勉強 して い る こ とがわか っ た 。

　因子 13 ：被受容度

　 「親は 自分に や さ し くて 、 人格の 面で 尊敬 して い る （T126）」 「日本語 学習を通 じ て 、

自分の 能力が 認め られ る （T19）」、 「先生が 自分の意見 な どを受け入れ て くれ る （T135）」

な どの 項目は 、 学生が 親、 教師及び周 りの 人々 に 、 学習の 面で も人格の 面で もどれほ ど認

め られ る の か と い う学生 の外 的評価 に 関わ る内容で 、 被受容度 と命名 した 。

　大学生 の立場か ら見れ ば 、 被受容度が 高けれ ば 、 学習を進 め る 自信が 湧 き出し、 学習の

原動力に もな り、 学習成果の達成に役立 つ と考え られ る。 しか し、 中国の大学生 は
一
人 っ

子 と して育 て られた者が多 く、
い つ も小皇帝 の よ うに 親や周 りに甘や か され て 、 大学入試

に 合格す れば、自己評価 も回 りの評価 も高い 反面 、 逆 に 自惚れ が 目立 つ の で はな い か と考

え られ る 。 つ ま り、 適当に挫折 を体験 させ れば 、 ある意味で学習の推進力に な るか もしれ

な い と考え られ る 。 しか し、 そ れ には学生 の 人格を尊重 し、 教師や親に よ る評価が評価対

象で あ る学生 に よ っ て 受け入れ られ る こ とが前提で ある と、 当調査で 明らか に な っ た 。

　因子 14 ： 観察力

　 「当用漢字を覚え る時、中国語 の 漢字 との 違 い に 注意 す る （T5）」、「裸 眼視 力 また は矯

正視力が 0，1以 上で あ る （T80）」など の 項目で 構成され た因子 14は 、 日本語 と中国語 の 違

い を弁別す る力や目の 機能 に及ぶ もの で 、 観察力 と命名 した 。

　観察力 を主 な因子 と して 抽 出す る こ と に よ り、 中国 の 大学生 は中国語 と 日本語 の 共通点

よ り、 差異の 方によ り注意 して い る こ とが分か っ た 。
っ ま り、 観察に よ っ て 、 日本語知識

や 日本語表現 など の 特徴を把握す る こ とは 、 日本語学習の 成果を達成する の に役立 っ と考

え られ る D

　因子 15： コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン能力

　 「講義を受け る ほか、テ レ ビ ド ラ マ や イ ン タ
ー

ネ ッ トな どを利用 して 、 勉強で き る （T

92）」、 「家庭教師や ア ル バ イ トをす るの は 、 社会勉強の た め だ （T123）」、 「言 い 方 が 分か

らな い 日本語 は、い っ も積極的に手振 りな ど で意思 を伝 え る （T70）」、 「日本 語 で 人 と コ

ミ ュ
ニ ケ

ー
シ ョ ン す る意欲が強 い （T64）」などの項 目で 構成さ れた 因子15は 、 積極的に

日本語 で コ ミ ュ
ニ ケ ーシ ョ ン する意識や能力か らな る項目の 集ま りで 、

コ ミュ
ニ ケ ーシ ョ

ン能力 と命名 した 。

　 日本語学習は知識の 学習 だ けで な く、 日本語 で コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン を行 うの が 目的 と考

え られる 。 調査に よ り、 中国 の 大学生 は次の よ うに 考え て い る こ とが 明らか に な っ た 。 1．

言語理 解 よ り発話を よ り重視 して い る 。 2．単語や文法を暗記す る学習方法は 、 試験向け

の 学習だけ で よ い成績を取 る可能性 がある 。 3．外国語の 学習 は繰 り返 して ト レ
ーニ ン グ

を行 い
、 普段 コ ミ ュ ニ ケー シ ョ ン能力 を高め よ う とす る意識を持 っ て 練習すれば上達す る。
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　因子 16 ：言語学習の社会的環境づ くり

「日本は経済 の 面で 世界的に重要な国だ と思 う （T118）」、 「中日両国は今後十年 、二 十年

も友好 関係が続 くと思 う （T117）」、「中 日両国の 文化 はつ な が っ て い て 、 交流 も盛 ん で 、

お互 い に理解 しや すい （T120）」、 「イ ン タ
ー

ネ ッ トや テ レ ビなどマ ス コ ミを通 じて 、 日本

に関す る情報を手に 入れ る （T119）」か らな る因子16は 、 学習 の 外的動機に 属 し、 中日両

国の 関係や中国で の 日本語人材 の ニ ーズな どに 及ぶ もの で 、 言語学習の社会的環境づ くり

と命名 した 。

　 日本語人材に対する社会的ニ ーズが学習者の 動機づ けの 外的要素で あ る （郭俊海、 2001）。

大学生 は 、 こ の よ うな社会的 ニ ーズに応ず るた め に 、 日本語教育用の ネ ッ ト ワ
ー

クや マ ル

チ メ デ ィ ア の 開発 、 日本製 ド ラ マ の 輸入な ど に よ り、 日本語学習 の よ い 外的環境を作 っ て

ほ しい と願 っ て い る こ とが 、 明 らか に な っ た 。

　因子 17 ：学習の心 構え

　 「宿題 の 勉強をす るだ け で な く 、 何を習うべ きか を い っ もは っ きりさせ て 、 目標を目指

して 勉強す る （T93）」、「予習 と復習をい っ も計画的 に行 う （TIO6）」な ど の 項 目は、学 習

者の 学習法の 差異によ っ て 生 じた反応傾向つ ま り、 日本語を学習す る心構え で ある の で 、

学習の 心構え と命名 した 。

　現在 、 中国で は 日本語学科の 90％以上の学生が、 日本語を学習す る前に 、 母語 の ほか英

語や ロ シ ア語な どの 外国語を学習 した経験を持 っ て い る 。 学生は 、 こ の よ うな言語学習経

験を生か し、 日本語の 勉強を促進 した い と考え て い る 。 しか し、 高校で の外国語学習 と大

学で の 専攻 として の 日本語学習とは 、 学力の 到達度な どが異 な る点 を重視 し、 大学で の 学

習 に 適応す る 心構え を す る た め
、 常 に 自分 の 学習 を コ ン ト ロ ール し

、
コ ーデ ィ ネ ー トす べ

きで はない か と、 筆者は考え て い る 。

6．結論

（1） ハ ル ビ ン 師範大学 日本語学科の学生を対象に行 っ た記述式調査 と質問調査 に よ り、 日

　本語学習 に影響を及 ぼす要素 と して 、 学校因子 、 自立 と自律能力 、 言語認知能力 、 教 師

　因子、個性、学習意欲、興味 と言語生理機能、心理的 コ ーデ ィ ネ ーシ ョ ン 能力、学習方

　策、言語学習の 資質、学習態度、功利的動機、被受容度、観察力、 コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン

　能力 、 言語学習の 社会的環境づ くり 、 学習の 心構え と い っ た 17の 因子を抽出 した 。

  　各因子 に対す る考察に よ り、 上述 の 17因子 に は 、 中国に お け る 日本語教育の 現状、

一

　人 っ 子政策 、 中 日両 国の国 内事清な ど 、 母語 と して の 日本語学習 や日本で 日本語を学習

　 して い る中国人 に は見 られな い 独特 な性質が あ る こ とが、明 らか に な っ た。

（3｝ 上述 の 実証研究を通 して 明らか に な っ た中国の 大学生の 日本語学習に影響す る主要な

　要素は 、 今後各影響要素に 対 して 具体的な分析を行な う時、 理論的な根拠 とな る と考え

　 られる 。

（4） 今後は 、 「中国人 の 日本語学習者に 影響す る要素と、日本人が母語 と して 日本語 を学

　習す る時に影響す る要素 との 違 い 」や 「性別 ・日本語学習歴 ・他言語の 学習歴 と 、 上述

　の 17因子 と の相関分析」な ど の 研究 を行 う こ とが可能で あ る 。

  　中国の大学生の 日本語学習 の 実態を把握 し 、 中国に お け る 日本語教育 に次の よ うな助

　言をす る こ とが で きる 。

　　教育管理面で は 、 学習者の 要望や 日本語人材に 対する社会的ニ ーズ に応 じるた め 、 よ
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　り充実な教育施設 と生活環境を整え 、 教師に対 して 専門知識だ けで な く、 教育技法や人

　格面 な ど の 養成に も力を入れ、カ リキ ュ ラ ム 検討や 教科書開発 など の 支援を 、 重視する

　で あ る。

　　教師と して は
、 日本語 の 知識だ けで な く、 日本の 社会 ・ 文化、 言語学理論 、 日本語教

　育法 、 異文化 コ ミ ュ
ニ ケ

ーシ ョ ン など、 日本語学習に深 く関わ っ て い る知識 も修得 しな

　けれ ば な らな い
。 また 、 教師は学生 の 見本で あり、

っ ね に精神修養 に 努めな ければな ら

　な い
。 大学教師と して 、 研究能力を備え る こ と も必要で ある。

　　大学生 と して は、自分 自身の 心 と行動に対す る モ ニ タ リ ン グや コ ン トロ
ー

ル が重要で

　あ る 。 自分に ふ さわ し い 日本語学習法を見つ け、
コ 』 デ ィ ネー ト し、

い っ も前向 きな態

　度で 、 積極的に努力すれ ば、い い学習成果を果 たせ る で あろ う。

（6） 当研究は 「日本における外国人向け の 日本語教育の
一

研究方法」及び 「中国 に お ける

　日本語教育 の 参考に な る結論」 と して 認め て も ら う こ とを も目指 して い る 。
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28 、 同級 生 の 日 本語の 成績が 気に な る。

29 ．人 と 日本語 で の コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン を楽 しみ、満足 す る。

30 ． しみ じみ と して 、繊細で 美 しい 文章を読むの が大好きだ。

31 ． 自分の 日 本語 レ ベ ル は周 りに 高 く評価され 、学習 の 推進 力 に な っ た。

32 ．先生 は 自分の 語 学的資質や学習成績 を高 く評価 した。

33 ．天 気 や 季 節の い い 時期 に は 、よ り 学習 に集 中す る e

34 。知らない こ とが 分 か る よ うに なっ た とい う楽 し さを味わ い た い 。

35 ．　 目本語版 の 小説を読む こ とや、日本 の 映画や ドラマ を見 るの は楽 し い こ とだと思う。

36 ．イ ン タ
ー

ネ ッ トで よく日本や 日本語 に関す る こ とを調 べ る 。

37 ． 日本語あ るい は 日本 に関わ る分野で の エ リートに憧れ、自分もそん な人 に なりた い。

38 ．親の 期待を無 に し ない よ う、頑 張っ て勉強 して い る。

39 ．毎 日 朗読 や ヒ ヤ リン グの 練 習 を続 け る。

40 ． つ らい こ と は 早 く忘れ られ る。

41 ．人 の 忠 告や ア ドバ イ ス な どを よ く受 け入 れ る。

42 ．宿 題な どをす る 時、人 よ り早 く出来上 が る。

43 ． ま じ め で 、慎み 深 い 態度 で 日本 語 を学 習 し て い る。

44 ．勉 強 す る 時、テ レ ビや イ ン ター
ネ ッ トで ゲーム をす る な どの 誘惑や邪魔 を拒否 で き

　 　る。

45 ．退 屈 な仕事 や 学習 も長 く続 け られ る。

46 ．明る くて 、人との コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン が上手 だ。

47 ．不 案内な場所 に も早 く慣 れ る。

48 ．み ん な の 前 で あ ま り緊張 しな い。

49 ．難題を解決す るた め、八方手を尽 くし、容易に あきらめ し ない 。

50 ．熱心 に い ろい ろな イベ ン ト （ス ポー
ツ な ど） に参加 す る。

51 ．腹が 立 っ こ とが あ っ て も、学習 に 影響 させ ない よ うに 怒 りを抑 え られ る。

52 ．既 定 目標 をぜ ひ 達 成 し よ う とい う決意 を持 っ て い る。

53 ．授業中よ く質問 に 答え る。

54 ．難題 が あ っ た ら、資料 を調 べ て 解決 す る 。 人に答え を教 えて も ら っ て も 、 も う
一度

　　資料 な どで 確認す る 。

55 ．失敗は
一

時だけの こ とで、自分 は絶対成功 で きる と思 う。
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56 ．

57 ．

58 ．

59 ．

60 ，

61 ，

62 ．

63 、

64 ．

65 ．

何 を して も うま くや り、中途半端 に しない。

勉強す る 時い つ も元 気い っ ぱ い で 、 集中力 が 高 い 。

つ ま らない こ とで い らい ら しない 。

日本語で 話す とき、間違 っ て笑わ れ て も平 気 で、よ く トレ
ー

ニ ン グをする。

学習計画 に よっ て 勉強す る。

試験や 宿題 な どが な くて も、ま じめ に勉強で き る。

細かい こ とをする 時、根気が続 く。

日本語 で 日記 をつ け る。

日本語 で人 と コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン す る意欲が 強い。

日本人 の 友入 や 日本語学習 の 仲間が何 人 もお り、彼 らと付 き合 う うち に、日本語 を

勉 強 す る。

67890123456789012346666777777777788888日本語 の 文章 を読む とき 、 分 か らな い 内容 をい っ も辞 書な どで 分か る ま で 調 べ る。

人 に 聞くの は恥 し くない と思う。

日本語 を勉強 し始 め 、 部屋 の 装飾や服 装などが 日本風 に な っ た。

朝と夜の 自習 は 自主的に 続けて や る。

言 い 方 が 分か らない 日 本 語 は．い っ も積極的に手 振 りなどで 意思を伝 え る。

言 語 を受 け入 れ る認 知度が 高い。

学 習 にお い て 独 立 性 が 強 く、あ ま りに 人 に 頼 らない。

興味の あ る 物事は 長く続 けて い く。

学習 にお い て 、 絶えず よ り高い 目標 を作 る。

疲 れ た時、少 し休む とす ぐ元 気が 戻 り、勉強が続けられ る。

規則正 しい 生活をして い る。

よ く眠 れ る。朝起 き る とい つ も元 気が戻 る。

栄養十分な食事をして い る。

体 を鍛 え、病 を防 ぐ意識 が 強く、よ く運動す る。

裸眼視力ま た は矯正 視力 が 0．1 以上 で ある。

発 音器 官 （口 、鼻、舌な ど） は生 理 的 な障 害が ない 。

聴 覚器 官 は 発 音弁 別 困 難、難聴などの 障害が ない 。

長期、短 期の 学習 目標が は っ き り分 か る。

長 期 、短期 の 学習計画 を 立 て て い る。
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人 文科 学や 社会科学に 関す る知識 の 学習 に大 い に 興 味 が あ る 。

自然科 学 の 学習に 大 い に興味が あ る。

社 会 で は、日本語を身 に つ けた 人材に 対 す るニ
ーズ が大 きい と思 う．

中 目両国は 今後十年 、
二 十年も友好関係 が 続くと思 う。

日本 は経済の 面で 世界的 に 重要な国だ と思 う。

イ ン タ
ー

ネ ッ トやテ レ ビな どマ ス コ ミを通 じて 、日本 に 関す る情報を手 に入 れ る。

中 日両国の 文化は つ なが っ て い て、交流 も盛ん で 、お 互 い に 理解 しや す い。

卒業後、目本 語 に 関わ る仕事 に 就 く可 能性 が あ る。

豊か な 生 活を し て い て、学費や 食 費な ど経 済 面 で の 心 配 は な い。

家庭 教 師 や ア ル バ イ トをす る の は、社会勉強の た め で あ る 。

大 学で の 勉強 は 簡単なの で、時間 を潰す た め ア ル バ イ トをす る （した ）。

親は 自分 が ア ル バ イ トをす るの に反対 し な い 。

親は 自分にや さ しくて 、人格の 面 で 尊敬 し て い る。

担当の 先生は 目本語 に 関す る知 識が 豊 富で 、発音が 正 し い 。

担 当 の 先 生 は教授法が上手 で、自分に はふ さわ しい 。

担当の 先 生 はや さ し い し、人 柄が よ い の で 、み ん な に 尊敬 され る。

担 当 の 先 生 は 素敵な人 で 、先 生 ら しい 。

担当 の 先 生 は学 生 （あ なた 本 人 ） に 関心 を 寄せ て い る。

担当 の 先 生は い つ も学生 （あな た本人 ） を 励 ま す。

今 の 成 績や態度な どに っ い て 、先生か ら高 く評判 され た 。

先生は 日本語 の 知識 だ けで は な く、学習方法も教えて くれ る。

先生 は 自分 の 意見などを受け入 れ て くれ る。

困っ た時や悩 ん だ時 、 先生 は相談に乗 っ て くれ る。

先 生 は 口本語教育や教育研究に 全力で 取 り組ん で い る こ とが 分 か る。

日 本語 の 授業で は、知的な内容が多く、情報 が た く さん入 っ て い る。

今使 っ て い る の テ キ ス トは、実 用性 や 知 識量 の 面な どで い い もの だ と思 う。

大 学や 日本語学科 に は 日本語図書資料が た くさん あ り、借 りやす い 。

日本語学科の カ リキ ュ ラム は合理 的 で あ る。

宿舎、食堂な ど学校 の 施設 が気 に 入 っ て い る。

教室や 図 書館 は静 かで あ り、学習 に い い 所 だ と思 う。
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大 学の LL 教室 や マ ル チ メデ ィ ア教室 な ど教育施 設が完備 して い る 。

日本語学科や大学で は 日本語 学習に か か わ るイ ベ ン トがよ くある。

学び た い 科目は大学で 履修で き る。

各 学科 の 教 師 配置 に満 足 して い る。

奨学金 な どの 選考は 公 平 だ と思 う。

授 業中 、 教師 は授 業に対す る コ ン トU 一ル を重 視 して い る 。

必 要な 日本語 に関す る書籍 （参考書、辞書なども含む） は書店などで 買える。

クラ ス の み ん な は 向学心 が 強 く、学習 の 雰囲気が よい 。

大学で の 試験や成績判定な どは 公 平だ と思 う。

同 級生 と仲が 良く、学校内での トラブル が勉強 に影響す る こ と はない。

ま じめ で 成績の い い 同級生 と、一
緒に よ く勉強する。

学校、教師 と も学習成績 を重視 して い る。

教室 は 明る く、冬も暖か くて、勉強に い い 所だ。

教 室 で は好 き な場所 に座 っ て 勉 強 す る こ とが で き る。

日 本語 学 科 の 講義 時間 数 は 合 理 的 で 、教 育 規 則 に則 っ て い る。

授業中、言語技能 の トレ ー
ニ ン グ は 十分だ と思 う。

日本 に 関す る情報 は大 学で 早 く得 られ る。
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